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周辺海空域における安全確保

島嶼部に対する攻撃への対応

弾道ミサイル攻撃への対応

宇宙空間等における対応

大規模災害等への対応

自衛隊の任務

（自衛隊法）

第三条 自衛隊は、我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つため、我が国を防衛することを主たる任務
とし、必要に応じ、公共の秩序の維持に当たるものとする。
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防衛この1年～わが国周辺の安全保障環境～

（出典）平成29年度版防衛白書

北朝鮮の核・ミサイルなどは新たな段階の脅威へ
• 北朝鮮による核・弾道ミサイルの開発や運用能力の向上が、わが国を含む地域や国際社会に対する新たな
脅威の段階

• 今年に入ってからも、新型とみられるものを含め、弾道ミサイルの発射を繰り返す

スクランブル、初めて年間1,000回を超える
• 昭和３３年に対領空侵犯処置を開始して以来、過去最大

わが国近海において中国海軍空母初確認
• 平成28年12月中国海軍クズネツォフ級空母「遼寧」を東シナ海中部海域において海自が初めて確認
• その後「遼寧」は沖縄本島・宮古島間を通過し西太平洋へ進出

緊急発進し上昇する空自F-15戦闘機 中国空軍H-6爆撃機

中国海軍クズネツォフ級空母「遼寧」

２
ドンディアオ級情報収集艦

中国空軍Y-8情報収集機
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